
秋田県南を中心に、ビフレ・食品館などの愛されるスーパーづくりを実践する中央市場。
昭和56年の創業以来、生鮮4品の品揃えとお値打ち感のある価格設定にこだわり、地域
のお客様に親しまれている。店舗ごとの個性を活かした自由度の高い営業展開が特徴
だ。昨年9月に金澤正樹氏が2代目社長に就任し、新たな展開を迎えている。

ڕళをݪʹͭ࣋
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有ݶ会社中央市場は、ত��年に౬市で「૯合৯
品金商店」として生し、その�年後から現社໊となっ
た。現在、スーパーϚーέットνΣーンとして「৯品ؗ」を
౬市に1店舗、「Ϗフレ」（چϏッάフレック）を県内֎
に10店舗（౬市�、ԣ手市、大ઋ市、ळా市�、にか
΄市、ઋ市、山形県新ঙ市、岩手県Ֆר市）展開して
いる。
金澤社長は創業ऀで現૬ஊをめる・ਖ਼ོࢯの
後をܧぐ�代目。ฏ��年に入社し、昨年ळに社長に
ब任した。ઌ代が築いた組৫をҾきܧぎ、さらにҭてて
いく໋を୲っている。
中央市場のݪ点は代々続く鮮ڕ店という金澤Ոの
ルーπにҼる部が大きい。“鮮ڕʹ新鮮な৯ࡐ”をѻっ

てきたことから、スーパーϚーέットという業ଶで生き
る現在、「ࢲたちが大切にしているのは、ڕ・・野ࡊ・
ࡊという生鮮4品です」と金澤社長はݴう。大手ڝ合
ଞ社がͻしめくスーパーϚーέット業քにおいて、ಉ社
は「後発でখ規模」を自ೝしながら、独自の店ͮくりを目
指し、長してきた。
店໊変ߋのΤϐιーυもϢχークだ。「Ϗッάフレッ
ク」という店໊を、常連のお客様たち、ಛにঁࢠ高生が
「Ϗフレ」という愛শで呼んでいることをったઌ代が
「それいいねʂ」と店໊に࠾用したという。いੈ代のお
客様に愛され、通い続けていただけるお店でありたいと
いう思いが今の൘に表れている。

ࣗ༝ͷ͍ߴνΣʔϯ展開

現在11店舗をߏえる中央市場では、大ઋ市に流通セ
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ࣸਅは大ઋ市のࠃಓ10�߸ઢԊいにある「Ϗフレ
大ۂ店」。鮮ڕコーナーの品ଗえがॆ実しており、
おはこのお店で買うと決めている常連さんも
多い。経営
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○創業／昭和56年7月
○資本金／5,000万円
○従業員数／213人
○営業品目／小売業　スーパーマーケットチェーン

A セミセルフレジの導入でレジの待
ち時間が短縮された。

B セミセルフレジの操作は簡単で、
誰でも1度で慣れてしまう。

C 困ったときはレジスタッフがすぐ
に対応してくれるので安心。

D 季節感を楽しめる果実コーナー。

ンターと生鮮加工センターを設置して物流と加工を管理。しか
し、各店舗の仕入れや棚の管理は、それぞれの店長の判断に委ね
るところが大きい。「現在の規模だと本部判断を待つよりも、店
長判断の方が実状に合っていて迅速な対応ができる。お客様の
ご要望に応えやすい」と話す。本部主導での一括仕入れや作業効
率化にこだわりすぎず、状況をよく見て変えていく“ゆるさ”も必
要であるとして、本部と現場の意見を融合させた結果、店舗に
よって独自の得意ジャンルが生まれて評判を呼んでいる。
こうした自由度を許容できる・裁量を委ねられる背景には、常
に全社での意思疎通が図られている点が挙げられる。中央市場
では年度ごとに「経営計画書」を策定しており、新年度の始めには
全社員を集めた経営計画発表会を実施している。この取り組み
は創業当初から続けられており、経営計画を透明化して共有する
ことで、社員の自覚を促すことができ、責任感が強まるという。
「社員の意識的な参加があったからこそ、創業当初からの“売り上
げ100億円”という目標をクリアして、次に進むことができたの
だと思っています」と金澤社長。

将来を見据えた展開を

今後の展望については、「今まで築き上げてきたものを大切に
維持しながら、将来的な展開を見極めて進んでいきたい」と話す。
そのための必須項目として「主軸である生鮮4品の質を高めてい
くこと」「お客様の声に耳を傾け続けること」「本部や現場スタッフ
たちとの基本的な議論を通して現場の声を拾い上げること」の3
点を常に意識している。
昨年11月、将来的な対策の一環としてセミセルフレジの導入を
決断。人口減少が懸念される中、働き手の不足からオペレーショ
ンの省力化の必要性を実感し、約半年かけて全店舗に導入した。
セミセルフレジはお買い上げ商品の読み込みをレジのスタッフが
行い、代金の支払いのみ機械で行うものである。高齢の常連客も
多いことから導入初期の混乱を懸念していたが、実際には大きな
トラブルもなく順調に移行できた。結果として、代金やおつりの
受け渡しの時間が短縮され、レジ待ちの流れが順調になり、売り
上げが向上するという効果も生まれた。「将来的には（商品の読み
込みから代金支払いまで行う完全な）セルフレジに切り変える必
要もあるでしょうが、そこは機を見ながら進めたいです。この事
業ではあきた企業活性化センターの設備貸与制度を活用しまし
た」と金澤社長。
今後は県内だけではなく、現在進出している岩手県、山形県で
の店舗展開も視野に入れている。時代の流れに合わせて、今後も
自由度の高い経営スタイルで、地域の人々に愛されるスーパーを
目指していく。
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